



























Fact-finding about the impact to the campground in Yamanashi
 of two major mega sporting events
− Comparison before and after RWC2019 −
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【要　約】
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RWC2019 開催期間は 9月 20日～ 11月 2日であった。
２. 調査対象及び調査方法
　山梨県内の 3 自治体（富士吉田市、富士河口湖町、



































ト「SPSS 26.0 for Windows」を利用して、「スポーツ
実施率」と「スポーツに対する価値意識」については、
Mann-Whitney の U 検定を実施し、「価値内容の選択
数と RWC2019 前後での比較」においては、独立二群
間の t 検定を用いた。なお、有意水準は 5％をもって
有意とした。




　本研究の対象者は、RWC2019 前の調査で 94 名、
RWC2019 後の調査で 138 名、計 242 名だった。これ
らの対象者の中から、キャンプ地住民のみを抽出し








割合について、RWC2019 前後ともに、10 代や 20 代
の若年層よりも中年層や高年層の方が多く、40 代以

















































１の得点化を行い RWC2019 実施前後の得点を Mann-
WhitneyのU検定により比較分析した。また、「スポー
ツに対する価値意識」についても同様に、「大切」を４、
「大切ではない」を 1 として得点化し、同じく Mann-















は「月に 1 ～ 3 日」の割合が最も多かったのに対し、














RWC2019 前が 90.0％、RWC2019 後が 87.6％であり、
RWC2019 後の方が 2.4％ほど下がったが、RWC2019
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「7. リーダーシップ、コミュニケーション能力」以外
の項目では、RWC2019 前に比べて RWC2019 後の回
答率が10％以上増加した。また、「8.リラックス、癒し、
爽快感」の変化率は 36.8％と 18 項目の中で最も高い
結果となった。
　スポーツが社会にもたらす価値（表 6 の 10 ～ 18）
では、「10. 経済の活性化」、「14. 我が国の国際的地位
の向上」以外の項目で、15％以上の増加がみられた。
また、「11. 人と人との交流」の変化率が 32.1％と 18
項目の中で 2 番目に高く、回答率は約 8 割であった。
そして、「13. 国際相互理解の促進」の回答率に関して




容は、表 5 のとおり、18 項目の中から複数回答可と
して選択するよう求めた。価値内容の選択数の平均
値を t 検定により比較分析した結果、表 7 のとおり、
RWC2019前は選択数の平均値が4.26だったのに対し、
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